
 

会津の紀風（こころ）       松下 幹生            

 

 

会津の紀風 ならぬこと ならざるべしと 
幼き頃に 教えられ 
郷土を愛し 誇りを持って 
生きてきたから 今がある 
戊辰（ぼしん）の後を 黙って耐えた 
会津男の 心意気 

 
 
丘の上から やさしい眼  
街を見守る 
観音様の お姿に 
郷土を守る 誇りを持って 
薩摩の攻めを 迎え撃つ 
八重のこころを 大切にして 
会津女の 心意気 

 
 
藩を守ると 男の子（おのこ）らも  
白いタスキが 
凛々しい姿の 白虎隊 
郷土を守る 気概を持って 
守備を堅める 鶴ヶ城 
若き命を 郷土に捧げ 
会津の紀風 引き継いで 

 
 
 
 


